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“ コロナ後の世界 ”における地圏資源環境研究巻頭言

　本稿が出る頃には、新型コロナの厄災は一段落して
いるものと期待しています。不幸にもお亡くなりにな
られた方々のご冥福をお祈りするとともに、最前線で
ウイルスに立ち向かい続けている医療関係者の皆様に
は心より感謝します。これからもお互いを気遣って暮
らしていくことで、引き続き大きな感染爆発を避けら
れればと思います。
　本当の終息は先でしょうが、私たちは肌感覚として、
“ コロナ後の世界 ” が今までとは少し違ったものになる
ことを想像しているのではないでしょうか。既に多く
の人が “ コロナ後の世界 ” を論じていますが、地圏資
源環境の R&D にも少なからず影響があると思います。
新型コロナ禍は東日本大震災に続く、近年の価値観の
大転換点になるでしょう。これは天災への対応とは異
なり、一人一人の小さな行動が他の人に大きく影響す
るため、身の回りの “ コミュニティ ” の重要性が一層
増し、それが信頼に足るものかどうかをも強く意識す
るようになります。まだまだ油断はできない中で、しっ
かりしたコミュニティの有無が自分や大切な人の生命
にも影響するため、身近な自治体は勿論、グローバル
化で希薄にさえなっていた “ 国 ” という意識も含めて、
共同体意識は静かに高まっていくと思います。
　この共同体意識の向上は、サプライチェーン等にお
ける “ 国内 ” という価値の見直しや、諸外国の多様な
様相と我が国との関係性の再認識、社会的価値の高い
労働にさえも市場原理を突き付けていたことの矛盾と
その反省など、様々な意識の変化を芽生えさせていま
す。より良い共同体の維持は社会にとって不可欠であ
り、そのための “ 備え ” となる取り組みの重要性は、そ
れ以前よりも格段に高まります。各専門の方々もご検
討あるところでしょうが、この変化を一過性のものと
せず、プラスの効果として、適切な変革によって後世
に繋いでいくことが大切です。
　当研究部門は、社会や国の “ 備え ” である地圏の資

源や環境に深く関わっています。今のところ資源やエ
ネルギーの危機に波及していないのは幸いですが、パ
ンデミック的な事象次第では、その方面でも現在の “ 備
え ” では対処不能な事態も起こり得るという危機感は
あります。また、そうした場合には迅速な対処が極め
て重要ですが、残念ながら十分にその準備が出来てい
るとは言えないと思います。さらに、開発面だけでな
く環境保全の面でも、いざという時にモノゴトを迅速
に進めなければならないことを考えると、社会の “ 備
え ” として先手を打って環境保全のための各種データ
の整備等の諸準備をしておくことが、これからはより
求められるでしょう。当研究部門では、国内の “ 備え ”
と国際ネットワークの強化に資することも含めて、こ
れからも、陸や海での燃料や鉱物、地下水など資源に
関わる研究開発や情報整備をより強力に進めるととも
に、環境保全に関する諸研究も着実に実施して行き 
ます。
　近年よく聞かれる言葉に SDGs や ESG がありますが、
“ コロナ後の世界 ” ではこの中でも Society のニュアン
スがより強く意識されるはずです。社会を永く守り続
ける観点で今後の各種研究や情報整備を考えたとき、
実は「開発と環境」は対立概念ではなく、クルマの両
輪として私たちの身近な共同体を牽引していくものに
なるでしょう。“ コロナ後の世界 ” でも、当部門は社会
の公器として一丸になって尽力していく決意です。
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2020 グラント
紹介

当研究部門では研究力の強化に向けた研究シー
ズの新たな創出や育成を図るために、研究部門
内の研究者から研究提案を募り、選考の上、研
究資金を配賦しています。2020 年度に選ばれた
4つの課題について紹介します。

　ヒ素による地下水・土壌汚染が世界各地で問題に
なっていますが、その対策として安価でかつ取扱いが
容易な Mg 系及び Ca 系化合物がヒ素吸着材として期
待されています。ヒ素汚染水やヒ素廃水にはしばしば
ホウ素（B）やフッ素（F）そしてリン（P）等が含ま
れており、これらはヒ素吸着材の吸着性能に影響を及
ぼす可能性があり、また、それら自体も汚染物質と成
りえます。その一方で、B、F 及び P 等は非常に有用
な資源でもあります。

　本研究では、Mg 系及び Ca 系吸着材のヒ素吸着性
能に及ぼす B・F・P の影響を調べるとともに、これ
ら諸成分を含むヒ素複合汚染水からの汚染物質の同時
除去技術の開発を目指します。この同時除去技術は、
ヒ素複合汚染土壌の不溶化技術の高度化（同時不溶化）
にも役立てられます。また、種類の異なる吸着材を用
いた分割添加処理により、ヒ素と共存成分を分離回収
する効率的な手法の開発も目指します。

地圏環境リスク研究グループ
杉田　創、川辺 能成、原　淳子、張　銘、小熊 輝美

Mg・Ca 系吸着材による 
ヒ素複合汚染水浄化の研究

　地球温暖化対策として温室効果ガスの排出量削減の
必要性が国際的に叫ばれており、中でも人為的に排出
されている温室効果ガスとして CO2 の影響量が最も大
きいと見積もられています。CO2 の分離・回収および
貯留技術の開発が重要な課題ですが、同時にコストの
低減も求められています。
　本研究では、これまでに行ってきた鉱物材料開発や
吸着機構評価などの知見を活かし、既往の技術で使用

されている有機物質あるいは無機材料の単独では発揮
できない CO2 の吸脱着特性をもつ新規 “ 有機／無機複
合吸着材 ” を低コストで合成することを目指します。
特に、工場などから排出される燃焼排ガス中に含まれ
る低濃度の CO2 を対象にした実用的な吸脱着材料の開
発と分離・回収プロセスの提案を行うことで、社会的
課題である CO2 排出量削減に貢献することが期待され
ます。

CO2 回収・利用に向けた 
有機／無機複合吸着材の開発

地圏化学研究グループ	 森本 和也
燃料資源地質研究グループ	 朝比奈 健太
地圏化学研究グループ	 保高 徹生

　コールベッドメタン（CBM）は次世代の主要な燃料
資源として期待されている非在来型燃料資源の一つで
す。CBM の大部分は微生物活動によって生成されて
おり、その解明は探鉱開発における基礎的な知見とな
ります。
　本研究部門は、石炭に含まれるメトキシ芳香族化合
物（MAC）を基質としたメタン生成代謝を世界で初
めて発見しました（Mayumi et al., 2016）。これによ
り、CBM の一部が石炭中の成分から直接的に生成し

ている可能性が明らかとなりました。しかし、石炭の
主成分である不溶性高分子有機物（ケロジェン）中の
MAC 構造が基質となり得るかは未解明です。
　本研究では、ケロジェン中に含まれる MAC 構造の
定量法を構築し、培養実験におけるその減少量とメタ
ン生成量のマスバランスを評価します。それにより、
ケロジェン中 MAC 構造の基質ポテンシャルを評価で
きます。本研究が達成されることで、微生物メタン生
成機構の理解がより進むと期待されます。

官能基の定量分析法開発で導く 
微生物メタン生成機構の解明

燃料資源地質研究グループ　�風呂田 郷史、 
朝比奈 健太、髙橋 幸士

生命工学領域　生物プロセス研究部門　玉木 秀幸

　海洋のメタンハイドレートは断層帯に濃集し、海底
からの流体湧出を伴うことから、地下深部流体の移動
がその形成・集積に重要な役割を果たしていると考え
られます。地下からの流体フラックスを評価するため、
従来は堆積物間隙水の化学組成が着目されてきました
が、試料採取時に海水やハイドレート水の混入によっ
て間隙水の化学組成が変化することが問題でした。
　本研究は、従来の水試料に加えて、採取時の擾乱を

受けない固体の炭酸塩試料を用いて深部流体フラック
スを精確に評価する手法を開発します。深部流体を特
徴づける同位体指標に着目し、炭酸塩から目的元素を
抽出する前処理法の検討、高精度同位体比分析技術を
用いた流体の起源推定を行います。流体の起源・移動
経路をとらえることでハイドレート集積プロセスを解
明し、資源量評価や探鉱効率化に有用な情報を化学の
視点から提供することを目指します。

地圏微生物研究グループ	 宮嶋 佑典
鉱物資源研究グループ	 荒岡 大輔

海底冷湧水域における水、炭酸塩試料を用いた
深部流体フラックス評価技術の確立
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4 月 1 日付で地圏環境リスク研究グループ長に着任
した川辺能成です。どうぞよろしくお願いいたします。
地圏環境リスク研究グループは、2009 年 4 月に発足
して以来 10 年以上もの間（前身の地圏環境評価研究
グループを含めると約 18 年）、土壌や地下水など地
圏環境の評価や修復に関わる研究ならびに基盤情報整
備を一貫して行ってきているグループです。

地圏環境における化学物質の挙動は一般的に目に見
えるものではなく、土壌への吸脱着、自然触媒機能や
微生物による分解、雨水涵養による希釈など様々な現
象が複合的に作用しながら変動しています。また、そ
れら化学物質は最終的に土壌、地下水、河川、海まで
移行し、ヒトや生態系と関わり合いを持つこととなり
ます。したがって、物理・化学・生物学等の総合的な
理解に基づき、地圏環境中の化学物質の動態やヒトや
生態系への影響を定量的に評価することが極めて重要
となります。当研究グループでは、地圏環境に存在す
る有害化学物質のヒトへのリスクを評価できる地圏環
境リスク評価システム（GERAS）の開発、微生物や機

能性材料を活用した有害化学物質の浄化挙動の解明お
よび浄化手法の開発、土壌汚染評価のための各種試験
手法の開発などの研究を実施しています。また、地圏
環境の基盤情報整備の一つとして、表層土壌評価基本
図の作成を行っています。

表層土壌評価基本図は、土壌中の重金属類などの化
学物質の情報やその情報に基づきヒトへのリスクを評
価した地図です。ヒトと土壌は農作物の栽培など生活
していく上で密接な関わり合いがあります。一方、土
壌中に重金属類などの化学物質が存在しないというこ
とはないので、ヒトは何らかの形でこれら化学物質を
摂取しています。これら化学物質にはヒトにとって必
須となる元素もありますが、その摂取量が多い場合や、
毒性の高いものをある程度摂取した場合には、ヒトに
健康影響を及ぼす可能性があります。当研究グルー
プでは 2005 年より宮城県の表層土壌調査に着手し、
2008 年に宮城県版および鳥取県版、2012 年に富山
県版、2014 年に茨城県版、そして 2017 年に高知県
版を公開し、現在は四国地域版の公開に向けた作業を
進めています。このような調査を行っていると、どう
してこの場所に田畑が、茶畑が、ということをよく目
にします。おそらく、昔人たちが気候的条件や土壌特
性を見極め、それぞれの地域に合った土壌の活用法を
見出してきたからでしょう。表層土壌評価基本図の情
報をこれらに重ね合わせると何らかの関係性が見出さ
れるかもしれません。そういった発見を楽しみつつ、
土壌の有効活用などに利用されるような情報整備を今
後も進めていきたいと考えています。　

地圏環境の評価や修復に関わる研究は、物理学、化
学、環境微生物学、地質学、環境リスク学などさまざ
まな視点から研究を進めていく必要があります。ま
た、当グループに不足している知識を必要とする場合
も多々あり、産総研内外の皆様との連携・協力が不可
欠と考えております。引き続きご指導、ご鞭撻のほど
よろしくお願い申し上げます。

地圏環境リスク研究グループ長
川辺 能成

社会に役立つ地圏環境の情報整備と
修復・評価技術の高度化を目指して

表層土壌評価基本図（宮城県のヒ素分布）

新研究グループ長挨拶 & グループ紹介
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2020 年 4 月より鈴木正哉前研究グループ長の後任と
して地圏化学研究グループ長を拝命しました保高徹生と
申します。研究グループ長就任にあたり、簡単な自己紹
介とご挨拶をさせて頂きます。

私は、1996 年に砂漠の研究に憧れて京都大学農学
部に入学しました。大学・大学院時代はサッカー部で選
手とコーチをする傍ら、土壌物理の研究をしていました。
2002 年に同大学院を卒業した後、環境コンサルタント
会社に就職し、そこに勤めながら横浜国立大学大学院
の博士後期課程に進学しました。同大学院にて土壌汚
染のリスクと社会経済的影響の研究を進め、2007 年に
博士（環境学）を取得しました。

その後、ご縁があり、2011 年に産業技術総合研究所
（以下、産総研）に入所し、地圏環境リスク研究グルー
プに配属されました。奇しくも入所直前に発災した東日
本大震災の関連研究に従事することとなり、災害廃棄物
の有効利用ガイドラインの作成のほか、東京電力福島第
一原子力発電所の事故に関係する研究として、除染の費

用と効果、水中の放射性セシウムの迅速モニタリング技術
の開発や標準化等の研究に取り組んできました。

他方、土壌汚染研究では、土壌からの汚染物質の
溶出特性を把握する試験である上向流カラム通水試験
を ISO 化するためのアップグレードリーダー等を務め、
2019 年度に ISO 21268-3:2019 として正式に発行され
ました。この他、持続可能な土壌汚染対策の概念であ
る Sustainable Remediation（以下、SR）に関して国内
で議論を行う SR コンソーシアムの会長兼事務局長や、
土壌汚染対策法に関係する各種委員などを拝任してい 
ます。

地圏化学研究グループは、地球化学、岩⽯学・鉱物学、
構造地質学等を専⾨とする研究者で構成されています。
⾮⾦属鉱物資源（粘⼟等）、地圏流体、燃料資源につい
ての地球化学的・地質学的・鉱物学的解析を通して、資
源の成因解明・開発、製品化等、標準化に資する研究
を進めています。

当研究グループではこれまでも、鈴木前研究グループ
長が中心となり、低温で再生 ( 乾燥 ) が可能な高性能吸
着材であるハスクレイ、メチレンブルー法を用いたベント
ナイトの性能評価等、ユニークな研究成果を発信してき
ました。これらの研究成果をしっかりと受け継ぎ、更に
発展させていきたいと考えています。

産総研では、2020 年 4 月から第 5 期中長期目標期
間がスタートしました。当研究グループは、第 5 期中長
期目標に掲げられている研究内容のうち、「土壌汚染等
評価・措置に関する各種試験法の標準化」として、ISO
化された上向流カラム通水試験の JIS 化、さらに吸着層
工法に使用する材料等の試験方法の標準化の研究を担
います。また、第 5 期に新設された領域融合ラボにおけ
る「環境保全と開発・利用の調和を実現する環境評価・
修復・管理技術の開発」のプロジェクトにも、当研究グ
ループのメンバーが参画する予定です。研究グループで
一丸となり、新たな研究もしっかりと進めていきたいと
考えております。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により世界中が
大きな影響を受けており、産総研も例外ではありません。
しかしながら、緊急事態の下においてもしっかりと力を
蓄え、研究成果を出していくことにより、ポスト・コロナ
の社会に貢献をしていきたいと考えています。

これまでも多くの皆様にご支援を頂いてきましたが、
今後ともご指導、ご鞭撻をいただければ幸いです。

地圏化学研究グループ長
保高 徹生

ハスクレイ造粒体：★鈴木正哉氏らの研究成果★

ISO 化された上向流カラム通水試験（ISO 21268-3）

ベントナイト（粘土鉱物資源）の代表的な性能評価手法である 
メチレンブルー吸着量の測定：★三好陽子氏らの研究成果★

地圏化学を基盤として、部門・領域・産総研を超えた
連携・融合の拠点となるグループを目指して

新研究グループ長挨拶 & グループ紹介
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新
紹 介

メン バ ー

　本年度 4 月より地下水研究グループに配属されまし
た、吉原直志です。筑波大学大学院生命環境科学研究
科地球科学専攻で修士号を取得し、このたび修士型研
究員として採用いただきました。これまでは地形学を
専攻しており、水文学と物理探査を取り入れながら、
斜面崩壊の一種である表層崩壊に関する研究を行って
きました。
　大学院では、高密度電気探査を用いて斜面浅部（深
度数 m 程度）の地下構造の推定を行っていました。
表層崩壊は豪雨や地震により急斜面で発生する自然

現象であり、時に土砂災害をもたらします。そこで表
層崩壊の発生場や発生規模を簡便に推定する手法とし
て電気探査が有用なのではないかと思い、このような
テーマを設定しました。研究活動を通して、見た目で
はわからない地下構造や自然現象を可視化する面白さ
に気づくとともに、研究を仕事にしていきたいと考え
るようになりました。
　地下水研究グループでは、今までの経験から得た
エッセンスを活かし、研究活動に自分の色を出せるよ
うになりたいと思っています。ただし、そのために地
下水調査のノウハウを身につけることが大前提なのは
言うまでもありません。私の研究者人生はまだ始まっ
たばかりなので、野外調査、論文執筆、学会発表など
の機会があれば貪欲にチャレンジし、成長していきた
いです。水文環境図の作成をはじめとして、これから
研究グループの一員として様々な方面で活躍できるよ
うに精進していきます。まだまだ未熟者ですが、先輩
方に追いつく心構えで何事も頑張ります。どうぞよろ
しくお願いいたします。

地下水研究グループ
吉原 直志

地下水×地形×地質
3 つの「地」から

水の知的基盤整備へ

　燃料資源地質研究グループに配属されました風呂田
です。2017 年に北海道大学で学位を取得した後、海
洋研究開発機構と産総研（地圏微生物研究グループ）
でのポスドクを経て今に至ります。大学では有機化学
分析を武器に地質学研究を実施していました。一方で、
ポスドクでは水産学研究や微生物学研究にも関わって
きました。産総研では、今まで培ってきた多種の分野
知識を融合させ、新規性の高い分野横断型研究にチャ
レンジしたいと考えています。その結果から、燃料資
源研究の発展に貢献できればと思っています。

　様々な研究分野に関わってきた一方で、一貫して有
機化学をベースとした分析手法を研究の武器としてき
ました。特に、ガスクロマトグラフィーや液体クロマ
トグラフィーを用いて、環境試料から特定の有機分子
を単離し定量・同位体比測定することを得意としてい
ます。有機分子の中でも、脂質やアミノ酸分析に関す
る経験が豊富です。このような自身の武器を軸として、
研究部門内外の他のプロジェクトにも貢献できれば幸
いです。
　産総研内には様々な研究分野におけるトップ研究者
が高密度に在籍し、それこそが最大の強みの一つであ
ると考えています。異なる研究分野の研究手法や思考
回路を取り入れることは、自身の研究分野にイノベー
ションを引き起こす起爆剤になるはずです。研究者の
ダイバーシティに富んだ産総研の強みを活かすため
に、他の研究分野に飛び込む勇気と新しい知識を取り
込む柔軟性は大切にしていきたいと思います。これか
らよろしくお願い致します。

燃料資源地質研究グループ
風呂田 郷史

分野横断型研究による
燃料資源研究の

フロンティア開拓

この度、 地圏資源環境研究部門に
新しいメンバーが加わりましたので
ご紹介いたします。

地圏化学を基盤として、部門・領域・産総研を超えた
連携・融合の拠点となるグループを目指して
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　このたび物理探査研究グループに、プロジェクト型
任期付き研究員として着任いたしました、浅田美穂で
ございます。筑波大学で学部を過ごし、東京大学海洋
研究所にて学位取得の後に、JAMSTEC を経て、今回
ここ産総研にご縁を頂戴しました。船舶に搭載される
音響観測機器を用いて海域の地質学的情報を精密に抽
出することを得意とし、これまでに海洋底拡大様式の
解明や、熱水性鉱床の探査と分布等調査、海域泥火山
の研究に携わって参りました。
　大海における正確なデータ取得は研究の肝である

と同時に、時々刻々変化する海況にあわせる特別な技
術を必要とする、私の独力では解決ができない困難な
作業です。独自のアイデアに基づき多くの方々の協力
を得て実施される貴重な観測の機会には、必ず有用な
データを取得し研究に繋げるよう、責任をもってあた
ります。本プロジェクトでは過去取得データを最大に
活用し、これまでに獲得した知見と技術を生かして、
ミッションの遂行を目指します。ここ産総研に来られ
たからには、地質調査総合センターにある膨大な地質
情報にできるだけ触れて、自身の研究の幅を大きく広
げたく思います。
　この春に、中 1・小 2 に上がった子らがあります。
新型コロナウィルス感染拡大に負けないよう、彼ら次
世代を担う子たちを育て、楽しみ、力にして、研究に
携われるよう努めます。今回この環境を与えて下さっ
た当研究部門の皆さまへの感謝をもって、プロジェク
トに少しでもお役に立てるよう、全力を尽くす所存で
ございます。
宜しくご指導を下さいますようお願いいたします。

物理探査研究グループ
浅田 美穂

高精度音響調査で海底に
隠れる事象を引き出し
活動理解に貢献したい

　本年度 4 月より地圏微生物研究グループの研究員と
なりました、宮嶋佑典と申します。京都に生まれ、長
野県安曇野市で育ちました。松本深志高校を卒業し、
京都大学にて学位を取得後、東京大学でのポスドクを
経て産総研に入所しました。
　海底下環境には、メタン生成菌をはじめとする地下
生命圏や石油・天然ガス資源、断層活動が存在し、そ
れらは海底下を流れる地殻流体によって密接に関連付
けられています。地殻流体が海底面上に湧き出した冷
湧水には、海底下で生成したメタンや様々な元素が含

まれ、アクセス困難な海底下環境での生物地球化学プ
ロセスについて知る手がかりとなります。私はこれま
で、冷湧水から沈殿した炭酸塩岩を対象に、有機地球
化学、同位体地球化学などの手法を用いて湧水の化学
情報を抽出し、「過去の」海底下環境を明らかにする
ための研究を行ってきました。野外で研究試料を発見
する喜びや、多面的なアプローチを組み合わせてデー
タを取得し、解釈していくプロセスにやりがいを感じ
ています。
　今後は生きた微生物についての知見と流体の化学分
析を組み合わせて、地殻流体が海底下のどこからどの
ような物質を供給し、地圏微生物の活動やメタンハイ
ドレートなどの燃料資源の集積にどのように寄与して
いるのかを明らかにすることを目指します。まだまだ
経験不足の身ではございますが、産総研の設備を最大
限に活用して新たな分析スキルを吸収し、部門内外の
様々な研究分野の方々と協力して学際的な研究を展開
していきたいと考えております。ご指導ご鞭撻のほど、
どうぞよろしくお願い申し上げます。

地圏微生物研究グループ
宮嶋 佑典

地下生命と流体移動の
関係を探る

―有機・無機地球化学の観点から―



7

　I am Tomy Alvin Rivai, from Bandung (Indonesia), and currently working as a 
post-doctoral researcher in Mineral Resource RG. I have researched mineral system 
in SEDEX and epithermal environments for 6 years, and will continue researching 
these deposit types with expansion to other mineralization styles. Yoroshiku 
onegaishimasu.

鉱物資源研究グループ　Tomy Alvin Rivai

産総研特別研究員

　九州大学大学院では沖縄トラフの海底熱水鉱床を対象に研究していました。得意と
している Pb 同位体比測定などの手法を用いて、鉱床の金属の起源解明に迫るような
研究をしたいと思います。よろしくお願いいたします。

鉱物資源研究グループ　戸塚 修平

リサーチアシスタント

　早稲田大学修士課程 1 年の井手健斗と申します。学部では、無人走行車両を用いた
電磁探査の研究を行っていました。産総研では RA として、高周波交流電気探査の研
究を進めたいと思います。よろしくお願い致します。

物理探査研究グループ　井手 健斗

　東京大学大学院工学系研究科修士課程２年の児玉匡史と申します。同大学の学部時
代から、ミュオグラフィに関する研究を行っております。産総研ではミュオグラフィ
と弾性波探査とのジョイントインバージョンについての研究を行いたいと思います。
どうぞよろしくお願い致します。

物理探査研究グループ　児玉 匡史

参加報告

「テクノブリッジフェア in 九州」参加報告

　2020 年 12 月 16 日に佐賀県の鳥栖市民文化会館に
おいて、産総研テクノブリッジフェア in 九州（九州モ
ノづくり連携推進フェア）が開催されました。これは
九州・沖縄各県の工業連合会やその関係者に対して、
産総研の研究開発とその成果の橋渡しの取り組みを
紹介するというコンセプトで行われたイベントです。
フェアの中では、講演会やラボツアー、ポスター展示
が行われ、GSJ のブースでは地質図をはじめとして、
各研究部門の研究成果を紹介しました。当研究部門か
らは物理探査、水文環境図、地球化学図という 3 つの
成果を展示し、筆者らが研究領域 IC と共に来場者へ説
明しました。物理探査に関しては、地表から非破壊で、
地盤の比抵抗から水道管の腐食土壌環境を予測する探
査システムを紹介しました。水道管の老朽化は、わが

国における大きな社会問題として顕在化しつつあり、
その問題解決の一助となる技術として社会に提供でき
ればと考えています。水文環境図に関しては、2019
年に開始した WEB 発信の内容やその機能を紹介しま
した。来場者からは、具体的な県名を挙げながら、そ
の地域の街づくりや事業展開のために本図のような地
下水情報が欲しいという声も聞こえ、全国的な整備の
必要性を再認識しました。地球化学図は、自然由来の
重金属汚染対策に資するマップであり、IC が代表して
その有用性を紹介しました。
　今回のようなイベントは、産業界に対する産総研の
存在感を示すとともに、地域の意見を直に聞くことが
できる良い機会であるため、今後も継続していくこと
が重要だと考えられます。

地下水研究グループ　小野 昌彦、物理探査研究グループ　神宮司 元治
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